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１．はじめに 

原子力機構が中心となり，RIST や KEK など国内外複数の研究機関と協力して汎用モンテカルロ

放射線挙動解析コード PHITS の開発を進めている。PHITS はユーザー登録制の公開コードであり，

RIST 原子力コードセンター，OECD/NEA データバンク，もしくは米国 RSICC を介してそのパッ

ケージを入手することができる。また，国内であれば年 10 回程度開催される PHITS 講習会に参

加することによっても入手可能である。 

２．最近の主な改良点 

PHITS に含まれる物理モデルを図 1 にまとめる。2013 年 1 月にリリースした Version2.52 より，最

新の核内カスケードモデル INCL4.6 や INC-ELF，統計マルチフラグメンテーションモデル SMM

などが組み込まれ，高エネルギー核反応に対する再現精度が向上した。2013 年 11 月にリリース

した Version2.64 より，γ脱励起モデル EBITEM や 140MeV までの高エネルギー光核反応モデルが

組み込まれ，核反応後に放出される即発γ線スペクトルや，高エネルギー光核反応により放出さ

れる中性子スペクトルの計算が可能となった。 

３．まとめと今後の予定 

 これら最近の改良と普及活動の結果，PHITS のユーザー数は 1 年間で 350 名ほど増え，1,200 名

を超えるに至った。その応用範囲は，原子力分野にとどまらず，放射線医療，原子核・素粒子物

理，地球惑星物理など多岐に渡っている。今後は，EGS5 との統合，DWBA の導入，イベントジ

ェネレータモードの改良，ミューオン核反応の導入などを予定している。 

電離
SPARもしくはATIMA

中性子
その他の核子

（陽子，π粒子など）
原子核 電子/陽電子

量子分子動力学
(JQMD)

+
SMM
GEM

EBITEM

μ粒子

原子データ
ライブラリ
(EEDL / 
ITS3.0 / 

EPDL97) 

原子データ
ライブラリ

(JENDL-4.0 
/EPDL97)

光子

200 GeV 100 GeV/n

1 keV

10 MeV/n

100 GeV

100 MeV

1 keV 1 keV

光核反応

140 MeV

低
←

   
エ
ネ
ル
ギ
ー

→
   

高 核内カスケード(JAM)
+ 蒸発・核分裂 (GEM)

核内カスケード(INCL4.6, INC-ELF)
マルチフラグメンテーション(SMM)

蒸発・核分裂 (GEM)
γ脱励起(EBITEM)

核データ
ライブラリ

(JENDL-4.0)

20 MeV

10-5 eV

1 MeV

3.0 GeV

d
t

3He
α

 

図１ PHITS2.64 に組み込まれた物理モデルやデータライブラリ 
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